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Cultural Collaboration for the Future :
Unfolding the Research on Tsangmo, the Bhutanese Playful Singing
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　2016 年 9 月 24 日 (土 )、 25 日 (日)、本稿執筆者が構成メンバーとなっている日本・ブー
タン民俗音楽研究会は、ブータンの首都ティンプーにおいて、「ブータンの宝石ツァン




ケルキ高等学校 Kelki Higher Secondary School にティンレガン・中央学校 Thinleygang 
　2016 年 9 月 24 日〜 25 日にブータンの首都ティンプーにて日本・ブータン民俗音楽研究
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　執筆者の一人伊野がブータンのツァンモという遊び歌に実際に出会ったのは 2004 年の 
ことである。「ブータンには、自分の思いを歌で自由に言い合う素晴らしい文化がある」
ことを実感し、ツァンモについて詳しく調査したいと思った。(中尾佐助 1959)、(糸永正
之 1986)、(藤井知昭 1988) といった先行の調査報告に学び、本格調査に入ったのは 2010 
年パロ Paro においてである。調査は、基本的にツァンモの遊びを知る人に集まってもらい、 






　 　 　 　 　 　 　
　　　　　　　　　　　　　　【図 1 調査地と交流の広がり】
３.１ ブータンでの調査研究と交流の拡がり 







　調査の参加者は、伊野、ツェワン・タシ Tshewang Tashi、ペマ・ウォンチュク Pema 
Wangchuk である。ツェワンは、パロ教育大学の講師でブータンの伝統音楽家でもある。 





れているジグミ・ドゥッパ Jigme Drukpa に基本的なレクチャーを受けている。
2) 2011 年 8 月〜 9 月パロ、ティンプー Thimphu 
　上記メンバーに加え、日本側から民族音楽、音楽教育、文化人類学等を専門とする加藤
富美子 ( 現、東京音楽大学 )、黒田清子 ( 現、東京福祉大学 )、権藤敦子 ( 広島大学 )、山
本幸正 ( 国立音楽大学 ) といったメンバーが参加した。この年は、ジグミ・ドゥッパの他、 
ブータンの伝統舞踊・音楽の専門家で舞踊団を率いるソナム・デンゴ Sonam Deng、ブー
タンの民族文化の調査、記録、保存活動を行うケン・ソナム・ドルジ Kheng Sonam Dorji
へ のインタビューを行っている。
3) 2012 年 9 月プナカ ( チャン・イィ Chang yee) 
　ツァンモの遊び方は、パロの調査と共通していた。法要や正月など人が集まったときに
ツァンモをしたという。現在ツァンモはほとんど歌われていないため、ツァンモをして遊 





4) 2013 年 12 月トンサ ( ツァンカ Tshangka、タンシジ Tangsibji) 







させられた。調査結果は、(伊野他 2014b)、(黒田 2014) にまとめられている。
　この調査は、伊野、黒田、権藤、山本、ツェワン・タシ、ペマ・ウォンチュクそれに音 
楽教育を専門とする尾見敦子 ( 川村学園女子大学 ) によって行われた。
　この年、これまでの調査と人的つながりを活用し、「掛け合い歌のメカニズムを応用した
音楽学習過程の研究 -アジアの民俗音楽調査をもとに」をテーマに科研費に応募している。 
5) 2014 年 9 月タシガン ( メラ )









れた。調査結果は、(伊野他 2015a, b)、(権藤他 2015) にまとめられている。 
　この調査は、伊野、黒田、権藤、ペマ・ウォンチュクによって行われた。
6) 2015 年 9 月ティンプー、サムテガン Samtengang 
　学校教育におけるツァンモの伝承の取り組みとして、ワンデュポダン県 Wangdue
Phodrang サムテガン・セントラル・スクール Samtengang Central School のツァンモ大
会を調査し、報告した (伊野他 2016a)。この学校では、年に一度 4 月にツァンモ大会が行
われ、 チームで競い合うことでツァンモの遊び歌としての側面が伝承されていた。
　この調査でキンレイ・ヤングゾム Kinley Yangzom 校長、ゾンカ語教師で文化教育担当の 
タ シ T h a s h i と つ な が る 。二 人 は 、後 の ティ ン プ ー  で の ツァ ン モ 大 会 で 協 力 願 う こ と に な る 。 
　学校での伝承について、もう一つ我々が直接取材したのは、ケルキ高等学校のガワン・ 







の役割も重要な役割を担っている。例えば、クズ Kuzoo FM 放送局による「ツァンモの
時間」やブータン国営放送 BBS による「ツァンモ・テンミ Tsangmo Thenmie」などである。






日本・ブータン民俗音楽研究会 Japan Society for Bhutanese Music Studies として再編し
た。そして学校対抗のツァンモ大会及び未来の文化継承に向けたシンポジウムをティン
プーにて計画、 「ブータンの宝石ツァンモ − 未来につなぐ」と題して実行することとした。
会のメンバーは、日本側からは伊野、黒田、加藤、権藤、山本、ブータン側からは、ジ
グミ・ドゥッパ、 ツェワン・タシ、ペマ・ウォンチュクである。
7) 2016 年 7 月、9 月ティンプー 
　7 月には、伊野、黒田がティンプーを訪問、現地でのコーディネートを務めるシデ・ブー




として、 ブータン王立舞踊団 Royal Academy of Performing Arts 主任研究員のクンザン・
ドルジ Kunzang Dorji、ゾンカ開発委員会 Dzongkha Development Commission 主任













望ヶ丘小学校 )、永井民子 ( 新潟県小千谷市立片貝小学校 )、中村正之 ( 新潟大学教育
学部附属長岡中学校 ) 等とともに、研究開発に取り組んだ。小中学校における授業の提












　9 月 24 日大会当日、9 時すぎにケルキ高校の生徒たち約 550 人が観客席に着く。続いて 
主賓である教育大臣ノルブ・ウォンチュク Norb Wangchuk が入場した。開会の儀式、国 
歌斉唱につづき、日本側挨拶として伊野と黒田がこれまでのツァンモ調査の報告を行った。 
ケルキの学生による歓迎の踊りの後、大会参加者 ( ケルキ、ティンレガンの生徒各 5 人 ) 












よる掛け合いが全 5 ラウンドあり、合計 50 回のツァンモが歌われた。詳細は、別稿 ( 伊 
野ほか 2016a) により報告した。大会後、審査結果が出るまで、コメディアンによるロゼ 
lozey、 ケルキ校の生徒によるダンスが演じられた。審査結果は、僅差でケルキ校の優勝
となった。 主賓及び日本側ゲストにより賞状と賞金が授与された。これに続き、参加生













































５ シンポジウム (2016 年 9 月 25 日 ) にかかわる共同研究、相互啓発
　シンポジウム ”Bhutanese Treasure Tsangmo: Bridging Culture from the Past to the Future”
は 2016 年 9 月 25 日 ( 日 )10 時から 12 時、ブータンの首都ティンプーにあるホテル・プ





















　2013 年の調査では、トンサなどマンディプカ Mangdebi-kha を話す地域でもツァンモ
はゾンカ語で歌われており、また、生活文化からは消えつつある状況であると思われた。
しかし、その一方で、プナカの祭りドムチェ dromche では、周辺の 11 の村から代表が出
てツァンモ大会をしている情報 (伊野、黒田 2014a, 46) や、各地の学校でツァンモ大会を
行っていること、 ラジオ放送でツァンモが歌われていることもわかってきた。とりわけ、
2014 年の東部タシガンでの調査では、10 代から 20 代後半の人たちが学校行事やゾンカ語
の授業でツァンモを経験していること、なかには、ゾンカ語ではなく土地の言葉でツァン
モを歌っていたことがわかった ( 権藤 2015, 23-29)。ラジオ放送「ツァンモの時間」を実
際に聞くこともでき、 そこでの生き生きとした電話による聴衆参加の歌合戦からは、弱々
しく途絶えそうな絶滅危惧種の民俗音楽文化とは言えない、ツァンモの現代的なたくまし




タン王立大学 Royal University of Bhutan の言語文化研究所 Institute of Language and 
Culture Studiesで言語・文化研究 Language and Cultural Studies 専攻を卒業、BBSではツァ
ンモの放送を担当しているが、「これまでツァンモについて研究はされていない」と語っ







































































































































筆した。また本研究は、JSPS 科研費 JP26301043 の助成を受けたものである。
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  The Japan Society for Bhutanese Folk Music Studies hosted the "Tsangmo Competition & 
Symposium : Bhutanese Treasure Tsangmo : bridging culture from the past to the future" in Thimphu, 
the capital of Bhutan from September 24 to 25, 2016. It consisted of a Tsangmo competition of two 
secondary schools and a symposium aimed at the promotion of traditional cultural activities and 
extensive mutual cultural exchange.
  In this study we point out the significance of the collaboration in the development of the Tsangmo 
study as a "collaborative investigation", "mutual enlightenment", "or a development study" while 
tracing the aspect of the collaboration in our research activities spanning seven years.
（加藤 = 本学教授、音楽教育、伊野 = 新潟大学教育学部教授、音楽教育、黒田 = 東京福祉
大学国際交流センター特任講師、文化人類学、権藤 = 広島大学大学院教育学研究科教授、
音楽教育）
